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　わが国は，諸外国に例をみないスピードで高齢化が進
行し，2023（令和5）年9月15日現在，高齢化率は29.1％
となった（総務省，2023）．このような状況のなか，団塊
の世代が75歳以上となる2025（令和7）年以降は，国民
の医療や介護の需要がさらに増加することが見込まれて
いる．このため，厚生労働省においては，2025年を目途
に，高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のも
と，可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人
生の最期まで続けることができるよう，住まい・医療・
介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケ
アシステムの構築を推進している．地域包括ケアシステ
ムの構築のためには，行政や保健，医療，介護，福祉サー
ビス提供者だけではなく，住民も含んだこれらの人々と
の連携や協働が必要不可欠である．そのようななか，看
護職は市民や多職種と協働したチームにかかわることが
求められ，そのための教育・実践は重要な課題である．
　本シンポジウムでは，市民や多職種との協働を育む看
護学部の教育，および地域や病院での多職種協働の取り
組みの実際について4人のシンポジストから情報提供し
ていただいた．それぞれの実践から，どのように協働が
湧き上がり，生み出され，さらに発展するのか．また協
働の教育・実践はどうあればよいのかについて議論を
行った．
　一人目の登壇者である中川泉氏（常盤大学）は，「北茨
城市と協働した学部『地域包括ケア演習』の取り組み」
と題し，大学教員間での学内協働体制と北茨城市との現
地演習体制の構築過程，および地域包括ケア演習の実際
と学習効果について報告された．まずは地域包括ケアシ
ステム内では，看護の全領域が展開しているという前提
条件を踏まえて大学教員間の学内協働体制を整備し，次
に北茨城市と大学間との連携体制の構築をするという二
重の協働を実践していた．そして学生が自分たちにもで
きることがあると実感できる演習方法を展開し，地域包
括ケアシステムを重層的に学べることができていると評
価していた．
　二人目の登壇者の菊田文夫氏（聖路加国際大学）は，

「地域社会の中での協働やチーム作りに関する教育活動」
と題し，学生と行政職員・医療専門職者が協働し，川上
村の村づくり活動を行っている様子を報告した．その活
動には，行政職員が学生を同じ目標に向かう同志として
迎え入れ協働していることに，教育活動におけるチーム
づくりができている様相があった．
　三人目の登壇者の阿部智子氏（訪問看護ステーション
けせら）は，「他職種や市民と協働して地域を支える看
護」と題し，地域にて他職種と連携しながら展開してい
る事業（だれでもが集える居場所づくりとしてのコミュ
ニティカフェ，ホームホスピス，文京区医療職交流会な
ど）の活動について報告された．自分たちが楽しいと思
うことの実践が事業の創設につながり，さらには人と人
とのつながりや協働が人を元気にし，地域力も高まって
いくことであると話された．
　最後の登壇者である岡村大介氏（聖路加国際病院）は，
「病院と地域をつなぐ多職種協働の取り組み」と題し，
2019年より中央区内の医療介護福祉専門職のネットワー
ク形成のために発足した「かもめケアネット」の取り組
みの紹介を中心に報告された．病院が地域とつながるこ
との重要性はもちろんのこと，自分たち病院職員だけで
は手が届かない見えない部分をとりこぼさないようにす
るためには，どのように病院が地域とつながっていくべ
きなのか，また病院が地域とつながっている社会を作る
ためにはどうするべきか問題提起された．
　4人のシンポジストから語られた地域包括ケアにおけ
る協働は，「概念」としての「協働」ではなく，それぞれ
の実践の場の中で，市民や多職種同士が人と人とのつな
がりを通して，対等な関係を築き，同じ目的や目標を持
ちながら実際に体験をすることであった．そしてこのプ
ロセスは，楽しさややりがいといった前向きな経験を伴
うものであり，教育・実践ともに共通しているプロセス
であるという認識に至った．
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